
大
戦
間
期
、

「
国
民
外
交
」

下
に
お
け
る
国
際
平
和
運
動

|
I
.
p
.
R
．
の
日
中
戦
争
に
関
す
る
共
同
研
究
を
事
例
と
し
て

一
九
三
九
年
―
―
一
月
に
日
本
国
際
協
会
太
平
洋
問
題
調
査
部
は
、
蝋
山
政
道
に
調
査
を
委
嘱
し
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
『
東
亜
新
秩

序
と
日
本
外
交
政
策
』
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
国
内
外
の
問
題
を
国
内
の
識
者
に
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
調
査
部
が
「
太
平

洋
問
題
資
料
」
（
以
下
、
「
資
料
」
）
と
し
て
発
刊
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
第
六
輯
に
あ
た
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
巻
末
に
は
毎
輯
、
「
太
平
洋
問
題

調
査
部
刊
行
物
」
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
当
輯
で
突
如
と
し
て
以
下
の
文
が
挿
入
さ
れ
た
。
即
ち
、

当
太
平
洋
問
題
調
査
部
は
、
日
支
事
変
に
関
し
誤
れ
る
情
報
が
世
界
に
禰
漫
し
、
其
の
真
相
に
つ
い
誤
解
又
は
認
識
不
足
の
甚

だ
し
き
現
状
に
鑑
み
、
今
次
事
変
の
由
つ
て
来
る
所
以
を
刷
挟
し
、
事
態
の
真
相
を
内
外
に
闇
明
す
べ
く
、
事
変
に
関
連
せ
る
重

要
な
る
基
本
的
問
題
を
選
び
、
夫
々
専
門
家
に
調
査
を
委
嘱
し
、
研
究
を
煩
は
し
て
い
る
。
其
の
中
大
半
は
既
に
完
成
し
一
応

「
太
平
洋
問
題
資
料
」
と
し
て
公
刊
し
た
が
、
全
部
の
完
成
を
見
た
る
暁
に
は
、
更
に
改
訂
を
加
へ
編
輯
の
上
、
英
文
に
翻
訳
し
、

広
く
世
界
の
識
者
に
訴
へ
る
計
画
で
あ
る

(
1
)
0

は
じ
め
に

堀
内
暢
行

117 



の
実
践
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
に
加
え
、
第
一
〇
輯
に
は
、
「
東
亜
新
秩
序
建
設
の
秋
に
当
り
、
本
調
査
が
柳
か
な
り
と
も
当
面
の
諸
問
題
解
決
の
為
め
寄
与
す
る

処
あ
ら
ば
、
当
調
査
部
の
至
幸
と
す
る
処
で
あ
る
」
(
2
)

と
、
計
画
の
目
的
に
東
亜
新
秩
序
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ

一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
(
3
)

勃
発
に
と
も
な
い
、
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
し
て
い
た
も
の
を
再
編
集
し
た
上
で
英
訳

し
、
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
通
知
し
た
。
実
際
、
調
査
部
は
一
九
四
一
年
に
太
平
洋
問
題
調
査
会
日
本
支
部

(
J
a
p
a
n
e
s
e
 Council, 
Institute 
of Pacific 
Relations: N
5
T、

B

太
↑I
P
R
)
夕
立
義
で
、
•
•
F
a
r
 E
a
s
t
e
r
n
 Conflict 
Series"
と
し

日
本
I
P
R
の
活
動
に
お
い
て
「
資
料
」
の
刊
行
は
、
活
動
当
初
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
た
。

一
般
大
衆
に
国
際
情
勢
を
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、
提
示
し
た
問
題
に
対
す
る
認
識
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
外
交
枇
論
を
統

一
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
基
底
に
は
、
「
国
民
外
交
」
に
お
け
る
外
交
的
教
育
の
理
念
が
あ
っ
た
。

「
国
民
外
交
」
と
は
、
当
該
期
に
お
け
る
日
本
に
お
い
て
、

が
っ
た
際
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
提
唱
し
た
「
新
外
交
」
を
読
み
替
え

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
(
6
)
。
日
本
で
「
新
外
交
」
が
論
壇
に
あ

い
わ
れ
る
外
交
の
民
主
化
は
重
要
視
さ
れ
た
も
の
の
、

日
本
の
大
衆
は
外
交
的
知
識
が
薄
弱
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
状
況

を
教
育
に
よ
り
打
開
す
る
こ
と
が
第
一
と
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
日
本
I
P
R
に
よ
る
「
資
料
」
の
刊
行
事
業
は
、
ま
さ
に
外
交
的
教
育

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
前
に
示
し
た
日
本
I
P
R
に
よ
る

"
F
a
r
E
a
s
t
e
r
n
 Conflict Series"
の
刊
行
は
、
日
中
戦
争
に
関
す
る
日

本
の
正
当
性
を
世
界
に
示
す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
「
国
民
外
交
」
の
外
交
的
理
念
に
沿
っ
た
も
の
で
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら

目
的
は
、

と
す
る
日
本
国
際
協
会
の
傘
下
に
入
っ
た
後
も
、

ゆ
い
い
つ
、

一
般
大
衆
の
目
に
と
ま
る
団
体
の
活
動
で
あ
っ
た
(5)
。
こ
の
最
大
の

て
一
九
四
一
年
に
英
文
で
刊
行
し
た

(
4
)
0

同
調
査
部
は
、

こ。t
 

一
九
三
六
年
に
国
際
連
盟
協
会
を
前
身
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、T
O

し こ
の
事
業
に
よ
り
、
日
本
I
P
R
は
I
P
R
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
7
)
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
国
民
外
交
」
論
の
実
践
に
つ
い
て
は
外
交
的
教
育
の
施
行
以
外
は
曖
昧
模
糊
な
も
の
で
あ
り
、
論
壇
に
お
い
て
画
一

化
し
た
も
の
は
な
く
、
模
索
の
状
況
に
あ
っ
た
。
近
年
の
研
究
に
お
い
て
、
芝
崎
厚
士
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
諸
外
国
に
闇
明

す
る
と
い
っ
た
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
し
て
い
る
(
8
)
。
古
典
的
外
交
家
と
し
て
知
ら
れ
る
信
夫
淳
平
は
、
雑
誌
『
外
交
時
報
』

に
寄
稿
し
た
「
国
民
外
交
の
本
質
」

の
な
か
で
、
「
国
民
外
交
」
が
「
最
も
効
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
多
く
は
何
か
大
事
の
起
こ
っ
た

日
で
、
政
府
を
鞭
撻
し
若
く
は
政
府
と
共
同
的
に
国
民
の
意
思
を
徹
底
せ
し
む
る
の
必
要
に
逢
着
た
る
場
合
で
あ
る
」
と
述
べ

た
(
9
)。
信
夫
の
主
張
は
、
大
衆
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
•
•
F
a
r
 E
a
s
t
e
r
n
 Conflict Series"
を
刊
行
す
る
前
段
階
に
「
資
料
」

を
刊
行
し
、
そ
れ
を
英
訳
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
第
一
に
国
内
に
お
け
る
外
交
世
論
の
画
一
化
を
企
図
し
、
第
二
に
そ
れ
を
諸
国
に

喧
伝
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芝
崎
の
指
摘
は
信
夫
の
主
張
に
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、

ら
、
こ
の
事
業
が
「
国
民
外
交
」
の
外
交
的
教
育
の
理
念
に
叶
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
刊
行
事
業
を
芝
崎
の
論
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
も
、
「
国
民
外
交
」
実
践
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
中
戦
争
の
危
機
下
に
あ
っ
た
こ
と
か

I
P
R
国
際
事
務
局
が
日
中
戦
争
の
原
因
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
事
業

と
し
て
計
画
し
た
「
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
」
と
対
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
I
P
R
独
自
で

"
F
a
r
E
a
s
t
e
r
n
 Conflict 
Series"
を

刊
行
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
改
め
て
、
「
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
」
問
題
を
「
国

民
外
交
」
の
外
交
的
教
育
の
論
理
か
ら
再
考
し
、
戦
時
初
期
の
日
本
の
国
際
的
知
識
人
と
い
わ
れ
た
人
々
の
姿
を
描
く
こ
と
と
し
た
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（
イ
）
独
立
会
計
設
定
迄
の
経
過
に
関
し
て

調
査
部
独
立
へ
の
模
索

一
方
で
、
そ
う
し
た
評
価
と
は
異
な

本
論
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
I
P
R
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
日
本
I
P
R
は
「
イ
ン
ク
ワ
イ
ア

リ
ー
」
問
題
が
表
面
化
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
の
環
境
か
ら
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
I
P
R
は
、
前
回
太
平
洋
会
議
準
備
期
間
中
に
日
本
国
際
協
会
の
傘
下
に
は
い
っ
た
。
こ
の
合
併
に
よ
り
、
日
本
I
P
R
は
協

会
内
の
一
支
部
と
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
活
動
自
体
も
そ
れ
ま
で
の
日
本
I
P
R
と
し
て
の
独
自
性
は
失
し
、
そ
の
結
果
、

同
協
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
会
議
を
乗
り
切
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
日
本
I
P
R
は
協
会
に
包
含
さ
れ
た

ま
ま
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
先
行
研
究
に
て
評
価
さ
れ
た
て
き
た
こ
と
は
頷
け
る
。

り
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
問
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
日
本
I
P
R
を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が

確
認
で
き
る
。

一
九
三
八
年
五
月
三
一
日
、
太
平
洋
問
題
調
査
部
協
議
員
会
が
協
会
会
議
室
に
て
開
催
し
た
(10)
。
同
会
に
は
、
芳
澤
謙
吉
・
上
田

貞
次
郎
・
前
田
多
門
・
岩
永
裕
吉
・
高
木
八
尺
・
高
柳
賢
三
・
那
須
皓
・
山
川
端
夫
・
西
園
寺
公
一
・
谷
川
輿
平
・
大
久
保
悪
二
が
出

席
し
た
。
そ
の
際
、
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
独
立
会
計
予
算
審
議
の
件
」
を
協
議
し
て
い
る
。
そ
の
会
合
記
録
に
よ
れ
ば
、

現
下
内
外
の
非
常
時
局
に
際
し
国
際
関
係
調
整
の
必
要
益
々
増
大
し
、
我
が

I
.
p
.
R
の
積
極
的
活
動
を
要
請
す
る
も
の

愈
々
大
な
る
も
の
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
調
査
部
の
財
政
不
如
意
に
し
て
活
動
充
分
な
る
を
能
は
ず
、
遺
憾
極
ま
り
な
き
次
第
で

あ
っ
た
が
、
今
般
西
園
寺
幹
部
其
他
の
奔
走
に
よ
り
、
原
田
熊
雄
男
の
御
尽
力
と
日
銀
総
裁
結
城
豊
太
郎
氏
の
御
斡
旋
を
得
、
三
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大戦間期、「国民外交」下における国際平和運動ーI・P・R・の日中戦争に関する共同研究を事例として

平
洋
問
題
調
査
部
独
立
会
計
予
算
」
中
、
予
算
収
入
内
訳
に
は
、

井
・
三
菱
・
住
友
・
日
銀
よ
り
今
後
五
ヶ
年
間
毎
年
合
計
三
万
五
千
円
の
寄
付
金
を
受
く
る
こ
と
、
な
っ
た
。
右
に
よ
り
我
が
財

政
漸
く
充
実
し
、
愈
々
今
後
大
い
に
本
来
の
使
命
遂
行
の
た
め
邁
進
し
得
る
こ
と
を
得
た
(11)

右
の
寄
付
金
は
太
平
洋
問
題
調
査
部
指
定
寄
付
金
と
し
て
特
別
会
計
と
な
し
、
従
来
よ
り
の
外
務
省
下
付
金
一
万
円
と
合
し
、
日

本
国
際
協
会
の
一
般
会
計
と
は
分
離
し
、
帳
簿
を
全
然
別
に
し
て
、
独
立
会
計
の
取
扱
を
な
す
こ
と
に
決
定
し
、
妙
年
度
か
ら
は

両
者
を
合
し
四
万
五
千
円
を
以
て
名
実
共
に
特
別
会
計
と
な
す
こ
と
に
決
定
し
た
0

[
中
略
]
右
の
予
算
は
協
会
の
予
算
と
は
明

確
に
区
別
さ
れ
、
混
同
及
び
流
用
を
許
さ
ず
、
余
剰
金
生
じ
た
る
場
合
と
雖
も
、
本
調
査
部
の
次
年
度
の
費
用
に
充
当
す
べ
き
も

つ
ま
り
、
従
来
か
ら
の
外
務
省
よ
り
の
補
助
金
、
そ
し
て
今
回
、
西
園
寺
等
に
よ
る
努
力
に
よ
り
、
財
閥
等
か
ら
の
寄
付
金
は
、
協
会

宛
て
で
は
な
く
、
日
本
I
P
R
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
協
会
よ
り
独
立
し
た
会
計
と
し
て
扱
う
こ
と
が
同
会
で
確
認
さ

蓋
し
本
調
査
部
の
事
業
の
性
質
は
、
本
来
の
日
本
国
際
協
会
の
そ
れ
と
趣
を
異
に
す
る
処
頗
る
多
く
、
且
つ
前
者
は
太
平
洋
会
議

準
備
の
た
め
不
断
の
用
意
を
必
要
と
す
る
が
故
で
あ
る
（

1
3
)
0

（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
以
下
同
。
）

と
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、

し
、
太
平
洋
会
議
へ
の
準
備
な
ど
、

一
、
外
務
省
下
付
金

一
、
三
井
剛
明
寄
付
金

日
本
I
P
R
は
協
会
に
吸
収
合
併
に
至
っ
た
も
の
の
、
両
団
体
は
そ
も
そ
も
活
動
の
性
質
が
異
な
る
と

日
本
I
P
R
に
と
っ
て
独
立
会
計
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
「
昭
和
十
三
年
度
太

1
0
、
0
0
0
円

1
0
、
0
0
0
円

れ
た
。
さ
ら
に
、

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

(
1
2
)
0

と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
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合

計

四
五
、

0
0
0
円
(14

一
、
三
菱
社
寄
付
金

一
、
住
友
本
社
寄
付
金

一
、
日
本
銀
行
寄
付
金

1
0
、
0
0
0
円

1
0
、
0
0
0
円

五、

0
0
0
円

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
付
記
に
は
、
「
外
務
省
寄
付
金
と
な
る
は
、
同
省
よ
り
日
本
国
際
協
会
へ
の
下
付
金
の
中
、
特
に
日
本
太
平

洋
問
題
調
査
会

(
T
h
e
J
a
p
a
n
e
s
e
 C
o
u
n
c
i
l
 of t
h
e
 Institute o
f
 Pacific R
e
l
a
t
i
o
n
s
ー
以
下
本
会
と
略
称
す
）

指
定
せ
ら
れ
居
る
分
な
り
。
」
と
あ
り
、
外
務
省
か
ら
の
寄
付
金
は
、
日
本
I
P
R
宛
て
に
な
っ
て
い
た

(
1
5
)
0

日
本
I
P
R
は
こ
の
財
政
状
況
を
「
I
.
p
.
R
が
民
間
団
体
で
あ
る
性
質
に
鑑
み
、
極
め
て
望
ま
し
き
こ
と
」
と
し
て
喜
び
、
国

際
I
P
R
事
務
総
長
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー

の
為
の
費
用
と
し
て

(Carter, 
E
d
w
a
r
d
 C
)

に
こ
の
状
況
を
報
告
し
た
。
そ
の
報
告
を
行
う
際
に
「
我

方
が

I
.
p
.
R
の
維
持
及
び
強
化
の
た
め
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
つ
:
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
し
め
る
と
共
に
、
彼
の
行
動
の
慎
重
を

望
む
べ
し
」
と
の
意
見
が
協
議
員
会
で
あ
が
っ
て
い
た
(16)
。
日
本
I
P
R
が
、
団
体
の
性
質
に
合
致
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
状
況

を
通
知
し
た
上
で
、
そ
れ
を
頓
挫
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
、

I
P
R

に
具
申
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
委
員
会
の
記
録
の
最
後
は
、
団
体
の
「
存
在
の
真
の
意
義
は
、
事
変
終
燻
と
共

に
益
々
そ
の
光
彩
を
発
揮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
、
各
員
一
層
奮
励
し
危
機
打
開
に
努
力
す
べ
き
こ
こ
が
誓
は
れ
」
た

と
結
ん
で
い
た
(17)
。
日
本
I
P
R
は
、
金
銭
的
自
立
を
も
っ
て
、

I
P
R
内
に
お
け
る
自
己
の
位
置
付
け
に
対
す
る
自
信
を
取
り
戻

し
た
の
み
な
ら
ず
、
将
来
的
に

I
P
R
の
存
在
意
義
が
高
ま
る
こ
と
と
の
展
望
を
保
持
し
て
い
た
。
日
中
事
変
を
む
か
え
た
段
階
に

あ
っ
て
、
日
本
I
P
R
代
表
者
ら
は
事
変
後
に
お
け
る

I
P
R
の
活
動
に
希
望
を
見
い
だ
し
て
い
た

(
1
8
)
0
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一
九
三

0
年
代
、
特
に
三
五
年
以
降
に
な
る
と
日
本
I
P
R
は
I
P
R
内
で
孤
立
を
深
め
た
。
例
え
ば
一
九
三
六
年
に
開
催

し
た
第
六
回
太
平
洋
会
議

(Pacific
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

に
、
日
本
I
P
R
代
表
と
し
て
出
席
し
た
山
川
端
夫
は
「
我
々
は
日
本
が
対
外

的
に
与
へ
た
幾
多
の
誤
解
や
疑
惑
を
解
く
上
に
於
て
聯
か
邦
家
の
為
め
に
尽
す
こ
と
は
出
来
た
け
れ
ど
も
、
日
本
の
態
度
に
対
す
る
外

国
の
反
対
を
充
分
説
得
し
得
ざ
り
し
こ
と
は
之
を
率
直
に
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
会
議
報
告
書
の
冒
頭
に
記
し
た
(22)

。
こ
の
よ
う

な
I
P
R
に
対
す
る
弱
気
な
発
言
は
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
の
ホ
ラ
ン
ド
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
日
本
国
外
研
究
者
は

実
際
、

は
か
っ
た
、
と
ホ
ラ
ン
ド
は
述
懐
し
て
い
る

(
2
1
)
0

一
九
四
六
年
か
ら
組
織
が
解
散
に
い
た
る
ま
で
総
長
で
あ
っ

イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
の
始
動
と
国
際
事
務
局
の
意
図

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

I
P
R
に
所
属
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ラ
ン
ド

(William
Holland) 

International Secretariat of t
h
e
 I
P
R
)

に
て
幻
g

織
活
動
に
煕
T

力
し
、

は
、
長
年
国
際

I
P
R

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
後
年
に
な
っ
て
ホ
ラ
ン
ド
は
、
研
究
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、

I
P
R
は
な
ぜ
活
動
組
織

(activist 
organization)

に
転
化
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
の
問
い
に
対
し
、
そ
れ
が
組
織
の
義
務
で
は
な
か
っ
た
と
の
理
由
で
否
定

し
た
(19)
。
続
け
て
、
「
ま
ず
間
違
い
な
く
多
く
の
日
本
人
関
係
者
は
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

I
P
R
が
直
接
的

な
活
動
に
近
づ
く
懸
念
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
」
と
述
べ
た
(20)
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
も
そ
も
の
意
図
は
、
「
最
終
的
に
日
中

間
で
和
平
会
議
が
開
催
さ
れ
た
際
に
、
計
画
に
お
け
る
研
究
が
会
議
関
係
者
に
有
用
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
と
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
に
お
け
る
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
手
助
け
し
た
際
の
形
態
を
目
指
し
た
と
い
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
日
本
I
P
R
は
I
P
R
か
ら
「
喧
嘩
を
う
ら
れ
た

(as
t
h
e
 a
g
g
r
e
s
s
o
r
)
」
よ
う
に
感
じ
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
阻
止
を

(
T
h
e
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反
日
的
態
度
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
(23)
。
日
本

I
P
R
を
取
り
巻
く
空
気
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
と
同
様
で
あ
っ
た
。
む

し
ろ
、
同
一
組
織
内
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
そ
れ
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
イ
ン
ク
ワ
イ

イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
は
、

カ
ー
タ
ー
の
主
導
で
始
ま
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
は
一
九
三
七
年
八
月
か
ら
欧
州
を
歴
訪
し
た
。
そ
の

際
、
英
仏
両
国
I
P
R
関
係
者
と
七
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
に
つ
い
て
、
組
織
と
し
て
そ
の
原
因
を
検
討
・
研
究
す
る
新
計
画
を
閲

始
す
る
こ
と
を
議
論
し
た
(24)
。
こ
れ
が
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
の
発
端
で
あ
る
。
山
岡
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
新
計
画
は
賛
同
を
得
、

さ
ら
に
次
回
の
太
平
洋
会
議
に
お
い
て
も
当
該
問
題
に
変
更
す
る
こ
と
が
同
席
上
で
提
案
さ
れ
、
後
に
英
国
は
そ
れ
が
通
ら
な
い
か
ぎ

り
会
議
出
席
を
回
避
す
る
と
ま
で
主
張
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う

(
2
5
)
0

カ
ー
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
後
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
の
遂
行
に
全
力
を
そ
そ
い
だ
。
そ
の
方
法
は
、
当
事
者
で
あ
る

H
中

I
P
R
関
係
者
を
除
く
形
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
、
次
節
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
そ
の
や
り
方
に
対
し
日
本
か
ら
大
々
的

結
局
、

H
本

I
P
R
が
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
の
通
知
を
受
け
た
の
は
、

決
定
し
た
後
の
、
二
月
九
日
付
の

I
P
R
中
央
理
事
会
議
長
ジ
ョ
ン
・
デ
フ
ォ
ー

に
つ
い
て
は
、
次
節
で
確
認
す
る
が
、

た
(
2
7
)
0

(
J
o
h
n
 Defoe)
書
簡
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
対
応

日
本
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
書
簡
の
た
め
に
さ
ら
に
遅
れ
て
の
二
月
下
旬
で
あ
っ

デ
フ
ォ
ー
の
書
簡
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
計
画
決
定
に
至
る
ま
で
に
経
過
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦

争
勃
発
に
と
も
な
い
、
多
数
の

I
P
R
会
員
か
ら
こ
の
争
い
に
つ
い
て
国
際
事
務
局
は
何
か
し
ら
の
行
動
を
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
よ

せ
ら
れ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
こ
の
計
画
に
対
し
て
大
多
数
の
専
門
家
の
専
門
家
か
ら
賛
同
を
得
た
」
と
し
、

な
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

(
2
6
)
0

ア
リ
ー
計
画
が
始
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
八
年
一
月
の
中
央
理
事
会
を
経
て
、
同
計
画
が
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組
織
内
に
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
が
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た

(
2
8
)
0

ま
た
、
同
年
三
月
一
五
日
に
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
の
主
体
で
あ
る
国
際
事
務
局
が
発
信
し
た
書
簡
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
目
的

と
方
針
が
示
さ
れ
た
(29)
。
即
ち
「
国
際
事
務
局
が
準
備
計
画
し
て
い
る
研
究
計
画
は
近
年
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
政
治
経
済
問
題
と

そ
の
調
整
可
能
な
方
法
で
あ
る
」
と
し
、
方
針
の
提
案
と
し
て
①
極
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
列
強
の
位
置
を
整
理
す
る
研
究
、
②
近

年
の
日
本
の
対
外
政
策
に
貢
献
し
て
き
た
政
治
及
び
経
済
的
状
況
に
関
す
る
研
究
、
③
近
年
の
中
国
の
対
外
政
策
に
貢
献
し
て
き
た
政

治
及
び
経
済
的
状
況
に
関
す
る
研
究
、
以
上
の
三
点
を
あ
げ
て
い
た
。

以
後
、
国
際
事
務
局
に
は
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
各
支
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
特
に
計
画
を
主
導
す
る

そ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
計
画
に
取
り
込
み
つ
つ
、
カ
ー
タ
ー
を
中
心
に
計
画
の
概
要
が
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
最
終
的
な
計
画
案
は

「
声
明
」
と
し
て
、
六
月
二
八
日
に
国
際
事
務
局
は
各
I
P
R
支
部
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を
下
記
の
よ
う
に
通
知
し
た
。
即
ち
、

イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
は
極
東
情
勢
を
特
定
の
計
画
で
処
理
す
る
た
め
に
必
要
書
類
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
い
。
こ
の

目
的
は
、
時
間
的
制
約
に
阻
ま
れ
る
も
の
の
、
専
門
家
が
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
膨
大
な
資
料
に
基
づ
い
た
研
究
や
、
複
数

の
言
語
で
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
今
日
の
危
機
に
関
す
る
有
益
で
あ
ろ
う
情
報
に
注
目
す
る
こ
と
に
あ
る
。
(30)

右
に
あ
る
よ
う
に
、
日
中
両
国
の
ど
ち
ら
か
を
非
難
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
国
際
組
織
と
し
て
極
東
に
お
け
る
戦
争
に
学
術
的

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
に
関
す
る
研
究
項
目
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
的
に
「
こ
の
研
究
は
満
洲
事
変
以

降
の
日
本
の
対
外
政
策
と
外
交
、
特
に
中
国
と
の
関
係
を
歴
史
的
に
分
析
し
た
初
め
て
の
要
旨
」
と
な
る
だ
ろ
う
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
が
、
歴
史
的
に
問
題
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
手
法
は
、
日
本
I
P
R
が
I
P
R
の
場
で
常
々
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
日
本
I
P

R
の
考
え
と
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
(31)
。
特
に
、
「
満
洲
と
中
国
に
お
け
る
特
殊
権
益
の
発
展
」
と
わ
ざ
わ
ざ
個
別
の
項
目
を

カ
ー
タ
ー
に
対
し
て
の
も
の
は
膨
大
な
数
に
上
っ
た
。
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立
て
、
日
本
I
P
R
が
中
国
に
お
け
る
特
殊
権
益
論
を
こ
れ
ま
で
に
重
要
視
し
て
い
た
点
を
く
み
取
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ

と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
I
P
R
側
は
、
こ
の
特
殊
権
益
論
に
つ
い
て
常
に
批
判
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
、

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
I
P
R
は
こ
の
計
画
事
態
に
批
判
的
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
I
P
R
の
対
応

ー

P
R
の
計
画
に
お
い
て
諸
外
国
に
説
明
で
き
る
機
会
と
な
る
こ
と
は
、
日
本
I
P
R
に
と
っ
て
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ

国
際
I
P
R
側
が
意
図
し
た
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
に
対
し
て
、
日
本
I
P
R
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
日
本
I
P
R
が
計
画
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
を
、
そ
の
主
張
を
抜
き
出
し
確
認
す
る
こ
と
と
し
た

イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
へ
の
日
本
I
P
R
に
よ
る
初
動
は
、
三
月
二
二
日
の
協
議
委
員
会
で
あ
っ
た
(32)
。
以
降
、
毎
月
行
わ
れ

る
協
議
委
員
会
で
は
、
当
該
問
題
が
集
中
的
に
協
議
さ
れ
た
。
初
動
の
会
議
で
は
、
前
節
に
み
た
三
月
一
四
日
に
受
け
取
っ
た
デ

フ
ォ
ー
の
提
案
に
対
し
て
、
「
デ
フ
ォ
ー
氏
の
提
案
の
政
治
的
意
図
及
び
其
の
手
続
に
就
い
て
」
と
し
て
、
日
本
I
P
R
は
同
計
画
に

つ
い
て
本
書
簡
に
よ
り
初
め
て
知
っ
た
こ
と
に
対
し
「
か
、
る
重
大
な
事
項
に
関
し
て
我
方
に
何
等
相
談
す
る
こ
と
な
く
計
画
を
進
め

た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
続
に
関
し
て
は
充
分
抗
議
を
申
込
」
む
こ
と
、
さ
ら
に
計
画
の
「
政
治
的
意
図
又
は

動
機
は

H
本
を
目
標
と
せ
る
も
の
と
も
解
し
得
ら
れ
、
必
ず
し
も
賛
同
し
得
な
い
が
、
計
画
が
斯
の
如
き
決
定
し
た
以
上
は
、
積
極
的

に
協
力
し
、
以
て
其
の
内
容
・
実
質
を
し
て
遺
憾
な
き
様
図
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
一
致
を
み
た
(33)
。
そ
の
上
で
「
我

、『
O

し 、『
O

し
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大戦間期、「国民外交」下における国際平和運動一I・P・R・の日中戦争に関する共同研究を事例として

支
那
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
に
要
求
す
べ
き
諸
条
件
の
提
示
o(35

（
四
）
新
平
和
秩
序
建
設
の
基
礎
条
件
ー
ビ
ー
ス
フ
ル
・
チ
ェ
ン
ヂ
の
方
策

ー
総
論

(
-
）
従
来
支
那
問
題
に
関
し

I
.
p
.
R
特
に
日
本
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、
如
何
な
る
調
査
・
研
究
・
提
案
・
討
議
を
行
っ
た
か
？

そ
の
総
決
算
ー
ス
ト
ッ
ク
・
テ
ー
キ
ン
グ
を
な
す
こ
と
。

（
二
）
今
次
の

H
支
事
変
を
齊
し
た
一
般
的
原
因
並
に
其
の
経
過
に
就
い
て

ー
今
日
の
日
本
の
外
交
政
策
を
必
然
な
ら
し
め
た
政
治
的
・
経
済
的
諸
条
件
に
関
し
て

（
三
）
今
次
の
日
支
事
変
に
関
係
す
る
個
々
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
問
題
に
関
し
ー
各
論

と
、
初
動
の
段
階
か
ら
執
箪
内
容
の
た
た
き
台
を
準
備
し
て
お
り
、
同
計
画
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
え

本
計
画
に
対
し
我
方
の
協
力
し
発
表
す
べ
き
問
題
に
就
い
て

方
提
供
の
論
文
は
必
ず
収
録
発
表
す
る
様
要
求
す
る
こ
と
」
と
し
て
「
調
査
を
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
ト
[
国
際
事
務
局
]
に
委
せ
放
任
す

る
時
は
、
欧
米
に
捲
布
さ
れ
て
い
る
誤
れ
る
資
料
に
基
き
推
断
す
る
惧
多
分
に
あ
る
故
、
我
方
と
し
て
正
し
き
資
料
を
提
供
す
る
一

方
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
、

ア
ー
テ
ィ
ク
ル
等
を
ど
し
ど
し
送
付
し
、
之
を
必
ず
収
録
掲
載
せ
し
め
る
様
要
求
す
る
必
要
」
が
あ
り
、
そ
れ
を

同
計
画
の
条
件
と
す
べ
き
だ
と
の
主
張
が
出
た
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
日
本
I
P
R
は
、
当
事
国
で
あ
る
日
本
に
一
切
の
打
診

を
し
な
い
ま
ま
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
の
計
画
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
し
つ
つ
も
、
こ
の
機
会
に
自
ら
の
立
場
を
国
際
社
会
に
頒
布

す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
、
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自
ら
の
意
思
と
は
異
な
る
形
に
編
集
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧

し
、
計
画
を
推
進
す
る
国
際
事
務
局
の
権
限
を
制
限
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
(34)
。
さ
ら
に
、
執
筆
者

の
人
選
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
、
事
務
局
に
よ
る
「
参
考
案
」
な
が
ら
、
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続
け
て
、
五
月
三
一
日
に
開
か
れ
た
調
査
部
協
議
員
会
に
お
け
る
「
日
支
事
変
関
係
調
査
計
画
再
審
議
の
件
」
に
つ
い
て
の
討
議
で

は
、
計
画
へ
の
対
応
策
が
具
体
的
に
な
り
つ
つ
も
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
見
え
て
く
る

(
3
6
)
0

会
議
で
は
、
国
際
事
務
局
の
計
画
に
つ
い
て
「

H
支
問
題
を
取
上
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
米
国
民
一
般
の
共
通
感
情
に
訴
へ
、

I
.
p
.

R
存
在
の
意
義
を
認
め
し
め
る
と
共
に
、
財
政
的
援
助
を
仰
が
ん
と
す
る
必
要
に
出
た
る
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
、

と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
理
解
を
示
す
一
方
、
「
我
方
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
問
題
を
政
治
的
に
討
議
し
宣
伝
化
す
る
こ
と
は
、
逆

に
そ
の
存
在
の
意
義
を
危
く
せ
し
む
る
」
と
し
、

I
P
R
が
「
純
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
調
査
研
究
を
そ
の
伝
統
的
建
前
と
規
定
せ
る
こ
と

を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
カ
ー
タ
ー
に
進
言
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
(37)
。
中
国
問
題
、
満
洲
問
題
が
こ

れ
ま
で
の
太
平
洋
会
議
で
議
論
さ
れ
た
時
と
同
様
に
(38)
、
日
本
側
は

I
P
R
の
基
調
で
あ
る
「
純
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
調
査
研
究
」
を

用
い
た
議
論
と
い
う
も
の
を
論
拠
と
し
て
本
問
題
に
異
を
唱
え
た
。

ま
た
、
本
計
画
に
関
連
し
て
カ
ー
タ
ー
が
構
想
す
る
国
際
事
務
局
を
専
門
家
集
団
化
す
る
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
同
事
務
局
に
在
米
日

本
人
学
者
の
参
加
に
つ
い
て
も
否
定
的
意
見
で
の
一
致
を
み
た
。
具
体
的
に
は
、

留
重
人
等
の
事
務
局
入
り
を
要
請
し
た
こ
と
に
対
し
(39)
、
協
議
会
で
は
両
名
が

I
P
R
と
関
係
が
無
く
、
ま
た
日
本
I
P
R
で
認
知

し
て
い
な
い
こ
と
。

「
本
計
画
の
如
き
重
要
問
題
に
対
し
て
は
、
全
日
本
の
一
派
ブ
レ
ー
ン
を
総
動
員
す
べ
き
必
要
あ
る
こ
と
」
の
三
点
を
反
対
理
由
に
あ

げ
た
(40)
。
日
本
I
P
R
は
、
本
「
事
変
」
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
の
は
、
当
事
者
で
あ
る
日
本
人
だ
け
で
あ
り
、
さ
ら
に
当
該
問

題
を
「
純
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
に
討
究
で
き
る
の
は
日
本
I
P
R
が
認
知
し
て
い
る
人
物
の
み
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
た
。
そ

こ
に
は
、
日
本
I
P
R
の
主
張
こ
そ
が
「
事
変
」
を
解
明
す
る
上
で
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
を
認
め
な
い
と
す
る
非
学
術

る。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
経
済
学
部
助
手
を
し
て
い
た
都

ア
メ
リ
カ
に
居
る
以
上
、
両
名
が
「
事
変
」
に
関
す
る
資
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
。
そ
し
て

一
応
そ
の
苦
衷
は
諒
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Relations"
編
と
し
て
、
全
七
を
刊
行
し
た
。

四
的
な
論
理
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
、
会
議
内
で
は
「
我
方
と
し
て
は
規
定
方
針
通
り
、
当
方
提
供
の

資
料
及
び
論
文
を
正
確
且
つ
完
全
に
収
録
発
表
す
る
様
要
求
す
る
態
度
で
進
む
べ
し
と
の
意
見
が
繰
り
返
し
強
調
せ
ら
れ
た
」
の
で

こ
の
よ
う
に
、
国
際

I
P
R
に
対
す
る
不
信
は
、
日
中
戦
争
の
当
事
者
と
い
う
形
で
の
優
位
性
を
信
じ
る
こ
と
で
自
ら
の
立
場
の
み

が
純
然
な
る
学
術
研
究
が
可
能
と
な
る
と
す
る
、
他
者
の
排
他
性
を
組
織
内
で
強
力
に
増
幅
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
の
両
者
の
交
渉
経
過
で
は
、
日
本

I
P
R
と
国
際
I
P
R
は
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
に
つ
い
て
対
立
を
深
め
た
。
日
本
ー

P
R
理
事
の
高
木
八
尺
や
山
川
端
夫
ら
は
国
際

I
P
R
関
係
者
に
個
人
的
な
書
簡
を
も
っ
て
、
同
計
画
に
対
す
る
日
本
側
の
心
情
や
計

画
の
問
題
点
を
訴
え
続
け
た
(42)
。
さ
ら
に
、
高
木
、
澤
柳
政
太
郎
ら
が
渡
米
し
、
会
議
に
お
い
て
日
本

I
P
R
の
立
場
を
主
張
し

た
(43)
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
妥
結
を
図
ろ
う
と
歩
み
寄
る
国
際

I
P
R
に
対
し
て
、
日
本
側
が
提
出
す
る
ペ
ー
パ
ー
に
対
す

る
編
集
権
限
の
放
棄
を
主
張
し
続
け
、
最
終
的
に
計
画
か
ら
の
離
脱
し
、

た
(
4
4
)
0

日
本
I
P
R
独
自
の
日
中
戦
争
研
究
の
刊
行
事
業

前
節
に
み
た
よ
う
な
経
過
に
よ
り
、
日
本

I
P
R
は

"
F
a
r
E
a
s
t
e
r
n
 Conflict Series"
を
刊
行
し
た
。
内
容
は
図
の
と
お
り
で

あ
っ
た

(
4
5
)
0

以
上
、
「
資
料
」
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
順
次
英
語
訳
を
お
こ
な
い
、

あ
っ
た

(
4
1
)
0

日
本

I
P
R
独
自
で
刊
行
事
業
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

一
部
合
冊
し
て

"
J
a
p
a
n
e
s
e
Council, 
Institute 
of Pacific 
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No. 担当者 調査題目 既刊 No. 既刊資料題目 既刊発刊年

(-) 三木清 欧米勢力の東洋進出以前に於 第 10輯 日支文化関係史 1940年 3月

ける日支の文化関係

（二） 細川嘉六 欧米勢力の東洋進出の日支関 第 3輯 欧米勢力の東洋進出 1939年 7月

係への影響

（三） 佐々弘雄 現代日本の政治的社会的発展 第 11輯 日本政治の発展と趨向 1941年 1月

（四） 笠信太郎 現代日本の経済的金融的発展 第 9輯 現代日本の経済的発展 1940年 3月

（五） 小泉吉雄 満洲国に於ける最近の政治的 第 4輯 満洲国の政治と経済 1939年 7月

経済的発展

（六） 伊藤武雄 支那の占領地域に於ける諸問 第 8輯 支那占領地域の現状 1940年 1月

題

（七） 矢部貞治 最近に於ける対外関係史 第 5輯 最近日本外交史 1939年 7月

（八） 尾崎秀実 二十世紀に於ける H支関係の 第 7輯 最近日支関係史 1940年 1月

変遷

（九） 蝋山政道 東亜新秩序と日本外交政策 第 6輯 東亜新秩序と H本外交政策 1939年 12月

本
シ
リ
ー
ズ
の
日
本
語
版
は
、
国
内
で
大
変
な
好
評
を
得
た
よ
う
で
、
各
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
合
冊
し
て
刊
行
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う

(
4
6
)
0

日
本
I
P
R
が
そ
れ
ま
で
事
業
と
し
て
刊
行
を
続
け
て
き
た
「
資
料
」
と
は
大
き
な

し
か
し
、
そ
の
内
容
に
対
す
る
今
日
の
評
価
は
厳
し
い
。
例
え
ば
原
覚
天
は
、
日

本
I
P
R
に
よ
る
同
シ
リ
ー
ズ
つ
い
て
「
幾
つ
か
の
中
国
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
も
日
本
の
政
治
的
立
場
か
ら
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
束
縛
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
研
究
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
(47)
。
そ
の

一
方
で
、
国
際
I
P
R
主
導
に
よ
る
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
に
つ
い
て
は
高
い
評

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
そ
の
内
容
が
同
時
代
の
状
況
を
適
切
且
つ
研
究
書
と

し
て
成
立
し
て
い
る
か
否
か
で
は
な
い
。
日
本
I
P
R
が
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計

画
か
ら
離
脱
し
て
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
諸
外
国
に
何
を
主
張
し
た
か
っ
た
の

い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
後
、
英
語
版
を
用
い
て
、
そ
れ
を
確
認
し
て
み
た

全
七
巻
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
冒
頭
に
「
序
文
」
と
「
編
集
者
序
文
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
者
は
山
川
が
、
後
者
は
高
木
が
執
筆
し
て
い
る
(49)
。
こ

こ
で
は
、
蛾
山
政
道
が
執
筆
を
担
当
し
た
「
日
本
の
対
外
政
策
ー
一
九
一
四
ー

、。し

ヽ
と

、、カ 価
を
与
え
て
い
る

(
4
8
)
0

違
い
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
序
文
」
の
冒
頭
、
山
川
は
日
中
戦
争
が
東
半
球
に
お
い
て
、
歴
史
上
、
類
を
み
な
い
画
期
に
な
っ
て
い
る
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は

当
事
国
の
み
な
ら
ず
関
係
す
る
諸
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
戦
争
が
、
国
際
関
係
の
観
点
か
ら
必
然

で
あ
っ
た
と
と
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
(51)
。
当
時
の
国
内
に
お
け
る
論
壇
で
は
、
こ
う
し
た
日
中
両
国
の
衝
突
が

不
可
避
で
あ
っ
た
こ
と
は
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
議
論
を
I
P
R
の
場
で
、
さ
ら
に
形
に
残
る
刊
行
の
形
で
間
明
し
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

I
P
R
と
い
う
、
平
和
を
希
求
し
活
動
す
る
国
際
組
織
の
前
提
を
否
定
し
か
ね
な
い
主
張
で
あ
り
、
自
国
の
正
当
性

ま
た
、

日
本
I
P
R
独
自
の
刊
行
事
業
に
つ
い
て
、
当
然
日
本
の
視
点
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
提
供
し
た
「
事
実

(fact)
」
が

I
P
R
の
精
神
に
基
づ
い
た
価
値
の
あ
る
研
究
で
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
(52)
。
自
ら
の
情
勢
認
識
が
正

し
い
と
す
る
よ
う
な
文
言
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
直
接
的
な
文
言
を
避
け
つ
つ
も
、
本

刊
行
事
業
に
対
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
山
川
は
最
後
に
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本

I
P
R
は
同
計
画
に
参
加
せ
ず
、
「
日
本
I
P
R
の
責
任
に
お
い
て
独
自
の
刊
行
事
業
を
実
施
す
る
」
こ
と
を
記
し
た
の
み
で
あ
っ

た
(
5
3
)
0

日
本
I
P
R
は
、
日
本
国
際
協
会
の
『
会
務
報
告
』
に
お
い
て
、
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
」
と
し
て
I
P
R
に
お
け
る
活
動
の
意
義

を
会
員
に
う
っ
た
え
た
。
即
ち
、
こ
れ
ま
全
六
回
の
太
平
洋
会
議
に
参
加
し
、
「
我
国
の
諸
事
情
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
欧
米
人
の
認

一
九
三
九
年
」
か
ら
確
認
す
る
こ
と
と
す
る

(
5
0
)
0
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と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

識
不
足
を
是
正
す
る
た
め
努
力
し
た
外
、
太
平
洋
問
題
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
を
刊
行
し
、
真
実
の
事
態
の
間
明
に
尽
力
し
、
以
て
柳

か
な
り
と
も
邦
家
の
た
め
に
貢
献
す
べ
く
」
努
力
し
て
き
た
と
し
た
(54)
。
こ
れ
に
続
け
て
、

最
近
の
国
際
情
勢
の
反
映
と
し
て
、
他
国
I
P
R
間
に
、
東
亜
の
事
態
並
に
日
本
の
特
殊
事
情
に
関
し
、
正
当
な
る
認
識
を
欠
く

も
の
少
か
ら
ず
、
我
方
は
之
に
対
し
厳
重
に
反
省
を
求
め
た
こ
と
履
々
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
[
イ
ン
ク
ヮ
ィ
ア
リ
ー
計
画
]
に
関

し
て
は
其
の
調
査
項
目
の
選
択
、
執
籠
者
人
選
、
其
他
編
輯
方
針
の
全
般
に
関
し
、
我
方
よ
り
注
意
し
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
意
見

の
一
致
を
見
な
か
っ
た
、
め
、
我
方
は
之
に
非
協
力
の
態
度
を
明
確
に
し
、
こ
れ
と
別
個
に
独
自
に
於
て
[
英
語
版
]
を
刊
行

し
、
広
く
世
界
の
識
者
に
訴
へ
た
o(55)

と
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
へ
の
対
応
と
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
英
語
版
を
刊
行
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
本
論
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
そ
こ
に
偽
り
は
な
い
。
国
際
I
P
R
と
の
折
衝
過
程
で
、
日
本
I
P
R
側
が
主
張
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
自
ら
が
信
じ
る
道
理
で

あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
か
ら
離
脱
し
た
と
の
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
の

I
P
R
で
の
日

本
の
活
動
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
主
張
が
自
ら
の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
を
是
正
し
、
統
一
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
日
本
が
当
事
者
と
な
る
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
協
調
を
図
る
、
ま
た
は
、
相
互
の
違
い
を
理
解
し
あ
う
こ
と
を
前
提

以
上
か
ら
、
日
本
I
P
R
は
「
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
「
国
民
外
交
」
に
お
け
る
外
交
的
教
育
論
を
、

I
P
R
関
係
者
た
ち
に
適
応

さ
せ
た
と
い
え
る
。
日
本
の
大
衆
は
外
交
的
知
識
が
薄
弱
で
あ
り
、

I
P
R
関
係
者
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
、
特
に
日
中
問
題
に
関
す
る
知

識
が
薄
弱
で
あ
る
と
し
た
上
で
の
対
応
で
あ
る
。
自
ら
の
知
識
が
正
義
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
見
解
は
許
さ
な
い
と
す
る
、
日
本
大
衆

へ
の
対
応
と
同
様
に
、

I
P
R
関
係
者
に
も
そ
れ
を
適
応
し
た
の
で
あ
る
。

外
交
の
民
主
化
が
大
義
で
あ
る
「
新
外
交
」
を
、
そ
の
主
体
で
あ
る
大
衆
を
愚
民
視
し
た
日
本
の
「
国
民
外
交
」
は
、
「
新
外
交
」
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大戦間期、「国民外交」下における国際平和運動一I・P・R・の日中戦争に関する共同研究を事例として

で
あ
る
。

の
代
替
え
と
す
る
こ
と
に
は
そ
も
そ
も
そ
の
論
理
に
お
い
て
矛
盾
し
て
い
た
。
本
論
で
取
り
扱
っ
た
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
問
題
に
て
そ

れ
が
顕
在
化
し
た
。
と
は
い
え
、
日
本
I
P
R
が
執
っ
た
結
論
は
、
計
画
か
ら
の
離
脱
で
あ
り
、
組
織
と
の
協
力
関
係
は
継
続
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
中
戦
争
へ
の
楽
観
論
と
、
そ
の
後
の
対
応
に
自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
過
信
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
・

に
、
日
本
国
際
協
会
か
ら
の
独
立
に
む
け
た
一
歩
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
I
P
R
の
対
応
の
代
償
は
大
き
か
っ
た
。
「
国
民
外
交
」
の
論
理
に
よ
っ
て
大
戦
間
期
に
お
け
る
国
際
交
流
は

破
綻
し
た
。
結
果
論
で
は
あ
る
が
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
と
い
う
、
国
際
組
織
で
の
活
動
を
阻
む
事
態
が
起
き
た
こ
と
は
、
日
本
I
P
R

れ
る
の
で
あ
る
。

育
を
打
ち
出
し
、

一
方
で
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ビ
ー
チ
で
の
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
可
能
性
を

も
、
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
リ
ー
計
画
と
同
様
に
自
ら
そ
の
道
を
閉
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
国
民
外
交
」
の
論
理
の
存
在
が
認
め
ら

日
本
I
P
R
と
い
う
、
当
該
期
に
お
け
る
日
本
の
国
際
主
義
者
た
ち
は
、
「
新
外
交
」
を
敷
く
べ
く
そ
の
前
段
階
と
し
て
外
交
的
教

一
九
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
実
践
し
た
が
、
結
果
的
に
そ
の
考
え
方
が
「
新
外
交
」
を
否
定
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
大
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
の
国
際
主
義
と
、
普
遍
的
な
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て

お
り
、
外
交
的
教
育
論
を
見
い
だ
し
た
時
点
か
ら
、
「
新
外
交
」
か
ら
距
離
を
拡
げ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
国
民
外
交
」
の
実
践
論
は
未
確
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
、
「
国
民

外
交
」
と
は
国
内
向
け
に
は
外
交
政
策
の
国
家
的
統
合
に
む
け
た
運
動
で
あ
り
、
対
外
的
に
は
日
本
の
認
識
の
み
を
五
真
実
ク
と
し
、

そ
れ
を
闇
明
・
喧
伝
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
材
料
を
得
た
と
い
う
の
は
過
言
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
自
ら
の
意
見
以
外

は
認
め
な
い
と
す
る
排
他
性
が
「
国
民
外
交
」
の
論
理
で
あ
り
、
実
践
論
で
あ
っ
た
。
今
後
の
研
究
で
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
い
く
考
え

と
し
て
悲
運
だ
っ
た
と
い
え
る
。

133 



ま
た
、
高
木
は
「
編
集
者
序
文
」
の
末
尾
に
謝
辞
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
「
翻
訳
の
際
に
有
益
な
手
助
け
を
得
た
外
交
の

(
H
e
r
b
e
r
t
 N
o
r
m
a
n
)

を
は
じ
め
数
人
に
感
謝
を
示
し
た
(56)
。
日
本
I
P
R
以

外
の
外
国
I
P
R
関
係
者
が
ど
れ
ほ
ど
、
本
刊
行
事
業
に
関
与
し
た
の
か
、
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
助
言
を
う
け
た
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
l
)
「
東
亜
新
秩
序
と
日
本
外
交
政
策
」
（
日
本
国
際
協
会
太
平
洋
問
題
調
査
部
編
『
日
支
文
化
関
係
史
ー
太
平
洋
問
題
資
料
（
六
）
ー
』
、
日
本
国
際
協
会
、

一
九
三
九
年
）
一

0
二
頁
。

(
2
)
「
日
支
事
変
関
係
調
査
計
画
」
（
日
本
国
際
協
会
太
平
洋
問
題
調
査
部
編
『
日
支
文
化
関
係
史
ー
太
平
洋
問
題
資
料

(
1
0
)
ー
』
、
日
本
国
際
協
会
、

一
九
四

0
年
）
五
二
頁
。

(3)
史
料
文
言
上
、
「
戦
争
」
で
は
な
く
「
紛
争
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
「
戦
争
」
と
し
た
。

(
4
)
 I
P
R
に
関
す
る
主
な
研
究
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
緒
方
貞
子
「
国
際
民
間
団
体
の
役
割
」
（
細
谷
千
博
、
他
編
『
日
米
関
係
史
開
戦
に
至
る
十
年

〈
四
〉
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
知
識
人
』
東
京
大
学
出
版
、
二

0
0
一
年
、
新
装
版
）
／
中
見
真
理
「
太
平
洋
問
題
調
査
会
と
日
本
の
知
識
人
」
（
『
思

想
』
第
七
二
八
号
、
一
九
八
五
年
二
月
）
／
山
岡
道
男
『
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
（
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
七
年
）
／

T
o
m
o
k
o
 A
k
a
m
i
,
 

Interミ
ationalizing
the Pacific, 
T
h
e
 U
n
i
t
e
d
 States, 
J
a
p
mご
z
n
d
the 
Institute 
o
f
 Pacific Relations in 
the 
W
a
r
 a
n
d
 Peace, 191!+

— 

]
 94
5
 (London, N
e
w
 York, 2
0
0
2
)
 

／
片
桐
庸
夫
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
の
研
究
ー
戦
間
期
日
本

I
P
R
の
活
動
を
中
心
と
し
て
ー
』
（
慶
應
大
学

出
版
会
、
二

0
0
三
年
）
。

(5)
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
本
I
P
R
と
日
本
国
際
協
会
の
「
合
併
」
問
題
」
（
『
国
士
舘
史
学
j

第
一
七
号
、
二

0
一
三
年
三
月
）
を
参
照
の

こ
と
。

(
6
)
「
国
民
外
交
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
「
国
民
外
交
論
」
ー
言
説
に
見
る
論
理
と
知
識
人
の
役
割
」
（
『
国
士
舘
史
学
』
第

一
五
号
、
―

1
0
―
一
年
三
月
）
／
酒
井
一
臣
『
帝
国
日
本
の
外
交
と
民
主
主
義
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
一
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

(
7
)
本
問
題
に
関
す
る
主
な
研
究
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
掲
、
山
岡
道
男
『
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
／
同
、
片
桐
庸
夫
『
太
平
洋
問
題
調
査

複
数
の
友
人
」
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
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大戦間期、「国民外交」下における国際平和運動ーI・P・R・の日中戦争に関する共同研究を事例として

会
の
研
究
』
。

(
8
)
芝
崎
厚
士
『
近
代
日
本
と
国
際
文
化
交
流
ー
国
際
文
化
振
興
会
の
創
設
と
展
開
』
（
地
人
館
、
一
九
九
八
年
）
。

(
9
)
信
夫
淳
平
「
国
民
外
交
の
本
質
」
（
『
外
交
時
報
』
第
互
―
―
二
号
、
一
九
―
一
六
年
四
月
）
。
な
お
、
前
出
の
芝
崎
は
本
寄
稿
文
を
用
い
て
そ
の
論
を
導
き

だ
し
て
い
る
。

(10)

一
九
三
八
年
五
月
三
一
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
協
議
員
会
会
議
録
」
（
那
須
皓
文
書
）
。
な
お
、
「
那
須
皓
文
庫
」
は
、
現
在
、
全
国
農
業
共
同
組

合
中
央
会
共
同
組
合
図
書
資
料
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
二

0
一
九
年
中
に
国
文
学
研
究
資
料
館
に
移
管
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

本
論
で
引
用
し
た
同
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
未
整
理
だ
っ
た
も
の
を
閲
覧
す
る
機
会
の
な
か
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

(11)

一
九
三
八
年
五
月
三
一
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
協
議
員
会
会
合
記
録
」
（
同
上
）
八
頁
。

(12)
同
上
。

(13)
同
上
。

(14)

一
九
三
八
年
五
月
二
五
日
付
「
昭
和
十
三
年
度
太
平
洋
問
題
調
査
部
独
立
会
計
予
算
」
（
同
上
）
。

(15)
同
上
。

(16)
前
掲
、
一
九
三
八
年
五
月
＝
二
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
協
議
員
会
会
合
記
録
」
。

(17)
同
上
。

(18)
本
件
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

I
P
R
が
民
間
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
従
前
の
よ
う
な
外

務
省
お
よ
び
政
府
の
補
助
資
金
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
日
本
国
際
協
会
の
予
算
か
ら
日
本
I
P
R
が
切
り
離
さ
れ
、
結
果
、
民
間
資
金
の
導
入
に
よ

り
実
質
的
に
民
間
団
体
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
掲
、
山
岡
道
男
『
『
太
平
洋
問
題
調
資
会
』
研
究
』
、

二
七
七
頁
。

(19) 
H
o
o
p
e
r
,
 P
a
u
l
 F
 .. 
e
d
 .. 
R
e
m
e
m
b
e
r
i
n
g
 the Institute 
o
f
 Pacific Relations: 
T
h
e
 M
e
m
o
i
r
s
 o
f
 W
i
l
l
i
a
m
 
L. 
H
o
l
l
a
n
d
 .. 
T
o
k
y
o
:
 R
y
u
k
e
i
 

S
h
y
o
s
h
a
,
 1
9
9
5
.
,
 
p. 3
0
9
.
 

(20) 
Ibid・ 

(21) 
Ibid. 

(22)
山
川
端
夫
「
序
」
（
日
本
国
際
協
会
編
『
太
平
洋
問
題
』
、
日
本
国
際
協
会
、
一
九
一
＿
一
七
年
）
。
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(23) 
H
o
o
p
e
r
,
 P
a
u
l
 F., 
op. cit., 
p. 
309. 

(24)
前
掲
、
山
岡
道
男
『
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
、
二
六
七
頁
。

(25)
同
上
。

(26)
同
上
、
二
六
九
頁
。
日
中
間
を
除
い
た
理
由
は
、

H
本
の
反
対
を
危
惧
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
中
両
国
に
と
っ
て
微
妙
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
と

し
て
い
る
。

(27) 
L
e
t
t
e
r
 f
r
o
m
 J
o
h
n
 D
e
f
o
e
 to 
t
h
e
 M
e
m
b
e
r
s
 of t
h
e
 Pacific 
Council. 
International R
e
s
e
a
r
c
h
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
.
 N
a
t
i
o
n
a
l
 Secretaries. 

F
e
b
r
u
a
r
y
 9, 
1938. B
o
x
 No.16, International Secretariat Inquiry, Institute of Pacific Relations record, 
1927'1962., R
a
r
e
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(32)

一
九
三
八
年
三
月
二
二
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
会
協
議
委
員
会
会
合
記
録
」
（
那
須
皓
文
書
）
。
会
議
は
、
芳
沢
謙
吉
、
高
柳
賢
三
、
山
川
端
夫
の

三
名
と
、
事
務
局
か
ら
、
谷
川
典
平
、
大
窪
悪
二
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
た
。

(33)
同
上
。

(34)
計
画
に
つ
い
て

I
P
R
側
と
議
論
を
進
め
る
な
か
で
、
日
本
I
P
R
の
主
張
に
よ
り
国
際
事
務
局
の
権
限
は
制
限
さ
れ
た
。
前
掲
、
山
岡
道
男
『
『
太

平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
、
二
九
―
―
―
ー
ニ
九
四
頁
。

(35)
前
掲
、
一
九
三
八
年
三
月
二
二
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
会
協
議
委
員
会
会
合
記
録
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(36)
前
掲
、
一
九
三
八
年
月
三
一
日
付
「
太
平
洋
問
題
調
査
部
協
議
員
会
会
合
記
録
」
。
当
日
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事
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「
（
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）
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．
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大戦間期、「国民外交」下における国際平和運動一I・P・R・の日中戦争に関する共同研究を事例として
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．
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ク
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．
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史
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谷
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(43)
詳
細
は
、
前
掲
、
山
岡
道
男
「
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
／
片
桐
庸
夫
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
の
研
究
」
を
参
照
の
こ
と
。

(44)
前
掲
、
山
岡
道
男
『
『
太
平
洋
問
題
調
査
会
』
研
究
』
、
二
九
七
頁
。
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な
お
、
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シ
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ズ
刊
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に
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い
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山
岡
道
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詳
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。
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が
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應
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述
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p. viii. 

(54)
日
本
国
際
協
会
編
『
会
務
報
告
昭
和
十
六
年
度
」
（
日
本
国
際
協
会
、
一
九
四
二
年
）
―
-
三
頁
。

(55)
同
上
、
二
三
ー
ニ
四
頁
。

(56) 
Y
 as
a
k
a
 Takagi,
，Editor's Preface", in M
i
c
h
i
o
 R
o
y
a
m
a
,
 op.cit., p• 

xii. 

138 


